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1986～2005年に対する2100年における
平均海面水位の予測上昇量範囲(m)

第5次評価報告書 SROCC *
RCP2.6 0.26-0.55 0.29-0.59
RCP8.5 0.45-0.82 0.61-1.10

交通政策審議会答申（令和2年8月）

今後の港湾におけるハード・ソフト一体となった総合的な防災・減災対策のあり方（概要）

東日本大震災の教訓を踏まえ、港湾の物流機能の維持や安全性確保の観点から、必要な地震・津波対策を講じてきたが、近年、台風被害が頻発化・激甚化するとともに、気候変動
に起因する将来の災害リスクの増大が懸念されることから、港湾の防災・減災対策の施策の基本的な方向性をとりまとめ。
⇒ハード・ソフト一体となった施策を講じ、これまで以上に臨海部の安全性向上や基幹的海上交通ネットワークの維持を図るなど、社会経済への影響を極力抑制することを目指す。

Ⅰ．港湾における防災・減災対策の現状と課題

１．近年の災害の教訓を踏まえた課題
• 災害派遣で使用される大型船舶に対し、延長や水
深が不足する耐震強化岸壁が存在。

• 房総半島台風等では、設計波を大きく上回る高波で、
施設の損壊等が発生。
２．将来想定される切迫性のあるリスク
• 今後30年で70～80％の確率で発生が予想される南
海トラフ地震等で三大湾の主要な港湾が被災すれば、
我が国全体の産業・物流活動に甚大な影響。

• IPCC特別報告書（令和元年９月公表）では、
2100年の世界平均海面水位は最大1.1m上昇する
と予測。
Ⅲ．港湾における防災・減災対策の施策方針

１．頻発化・激甚化する台風による被害への対応
• 最新の知見で更新した設計沖波等で耐波性能等を照査し、重要かつ緊急性の高い施設
の嵩上げや補強を実施。

• 胸壁設置、臨港道路の嵩上げ等の
多重防護の導入による被害軽減。

• 港湾計画等への地盤高さの表記を検討。
• 走錨対策として避難水域の確保や橋梁
への防衝設備の設置。

• コンテナ飛散防止対策について、技術
検討の継続や優良事例の共有。

Ⅱ．災害に対して強靭な港湾機能の形成に向けた基本的考え方

３．災害に強い海上交通ネットワーク機能の構築
• フェリー・RORO船等の就航環境の整備による物流網
のリダンダンシー確保、ネットワークを意識した岸壁・臨
港道路等の耐震化。

• 老朽化した耐震強化岸壁の性能を照査し、必要に
応じ、埠頭再編等と併せて船舶の大型化も考慮した
再配置を実施。

• 船舶の沖合退避等を考慮した港湾BCP等を検討。
• 地域の重要港湾に整備された耐震強化岸壁を核に、
域内の地方港湾等への二次輸送体制の構築を検討。

４．臨海部の安全性と災害対応力の更なる向上
• 防波堤の粘り強い構造化や避難対策など、ハード・ソフト
一体となった総合的な津波対策の更なる加速。

• ライブカメラ、ドローン等を活用した迅速な情報収集。
• 被災した港湾管理者に対する国の業務支援の更なる充実。
• 港湾BCPの実効性を確保するため、その策定を担う官民
の協議会を法的な枠組みに位置づけることなどを検討。

• 災害対応型「みなとオアシス」をネットワーク化し、
港湾の防災機能を更に向上。

• 緊急物資輸送や生活支援に対応した港湾BCP策定。
• 複合災害・巨大災害も視野に入れ、広域的な港湾BCPに
基づく訓練等で対応能力を向上。

• 感染症発生下でも災害に対応可能な対策を講じる。

人命防護、資産被害最小化は当然として、災害発生時の復旧・復興拠点としての機能強化、
複合災害等が発生した場合の基幹的海上交通ネットワークの維持やサプライチェーンへの影響
を最低限に抑制する取り組みを推進すべき。
１．近年の地震・津波・高潮・高波・暴風への対応に関する基本認識
• 大規模地震・津波に対しては、国際的・全国的な視点から日本全体を俯瞰し、代替輸送
ルートの設定やバックアップ体制の確立を通じて、災害に強い海上交通ネットワークの構築が
必要。

• 高潮・高波・暴風に対しては、被害が頻発化・激甚化している状況に鑑み、再度災害防止
の観点から早急に対策を講じるべき。
２．将来の気候変動の影響への対応に関する基本認識
• ハード対策は一朝一夕に完成するものではなく、ソフト面でとり得る対策を十分に講じつつ、計
画的な対応を早期に着手すべき。

高波による護岸
倒壊事例（令和
元年房総半島台
風）［横浜港］

２．気候変動に起因する外力強大化への対応
• 将来の海面水位の上昇等を考慮した港湾計画等を策定。
• 施設の更新時期までに予測される平均海面水位の上昇
量を加えて設計等を行うことを基本とし、技術基準等の整
備を検討。潮位偏差・波浪の極値増加等は、技術的な
知見が一定程度得られた時点で設計への反映を検討。

• 国がモニタリング結果に基づき、高潮・高波の影響を予測
し、港湾管理者等に情報を提供。

*気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
「変化する気候下での海洋・雪氷圏に関するIPCC特別報告書」

災害対応型「みなとオアシス」のイメージ

陸上交通の途絶

フェリー・RORO船等による代替輸送のイメージ

施設等の嵩上げ・補強と多重防護

波浪の見直し

施設の補強・嵩上げ

多重防護

供用中の水位上昇を加味した設計イメージ

平均海面水位

平均海面水位

現在
将来

（供用期間末）

⊿（水位の上昇）

⊿（設計への反映）



Ⅲ．港湾における防災・減災対策の施策方針

１．頻発化・激甚化する台風による被害への対応

衝突被害軽減策の事例（杭式防衝工）

走錨対策

船舶の衝突が発生した場合でも、被害を軽減するため、
防衝設備を設置。

コンテナの飛散防止対策

コンテナ飛散防止対策について、技術検討の継続や優
良事例の共有。

波浪等に対する施設の安全性確保
最新の知見で更新した設計沖波等で耐波性能等を照査
し、重要かつ緊急性の高い施設の嵩上げや補強を実施。

波浪の見直し

施設の補強・嵩上げ

多重防護

照査イメージ

設計沖波
防波堤の設計波

岸壁の設計波
（揚圧力、越波流量の照査用）

風の力

海底地形の影響
※浅くなるほど波が高くなる

浅水変形計算 エネ法、高山法、ブシネスク法等 波浪推算 スペクトル法等防波堤岸壁等
の照査

設計沖波 風の力

海底地形の影響
※浅くなるほど波が高くなる

波浪変形計算
エネ法、高山法、ブシネスク法等

波浪推算
スペクトル法等

護岸等の照査

波力・越波の推定
実験、合田の波力・越波量
算定法、数値波動水路等

浸水計算
※必要に応じて

設計波（堤前波）
（波圧、越波流量の照査用）

許容越波流量（一般的な設定）

• 背後に人家、公共施設等が密集しており、特
に越波・しぶき等の侵入により重大な被害が
予想される地区・・・0.01m2/s/m

• その他の重要な地区・・・0.02m2/s/m
• その他の地区・・・0.02-0.06m2/s/m

対策イメージ

ベルト

ベルトによる空コンテナの固縛の状況
（８本使用）



出典：気候変動に関する政府間パネル（IPCC）「海洋・雪氷圏特別報告書」の公表
（第51回総会の結果）について （令和元年9月25日 環境省報道発表）

施設の更新時期までに予測される平均海面水位の上
昇量を加えて設計等を行うことを基本とし、技術基準等
の整備を検討。

潮位偏差・波浪の極値増加等は、技術的な知見が一定
程度得られた時点で設計への反映を検討。

Ⅲ．港湾における防災・減災対策の施策方針

２．気候変動に起因する外力強大化への対応

気候変動が港湾に与える影響

気候変動に起因する外力強大化への対応

IPCC特別報告書（2019年9月）では、
2100年の世界平均海面水位（GMSL）は、
RCP2.6で最大0.59m、 RCP8.5で最大
1.10mに達すると予測。

気候変動による平均海面水位の上昇

平均海面水位

平均海面水位

現在
将来

（供用期間末）

⊿（水位の上昇）

⊿（設計への反映）

供用中の水位上昇を加味した設計イメージ

気候変動

気温・海水温
の上昇

沿岸部（港湾）
への影響要因

IPCCによる検討

海面水位
の上昇

潮位偏差の
極値の増加

波浪の極値の
増加

海面水位の上昇による影響

桁下空間 海面水位の上昇による桁下空間の減少

最大風速の
増加

最大風速の増加による影響

荷役機械 転倒被害の増加

潮位偏差・波浪の極値の増加、海面水位の上昇による影響

設置水深の増加、作用波力の増大による安定性の低下防波堤

静穏度 異常時波浪の増大、防波堤の破堤

荷さばき地・産業用地
（堤外地）

海面水位の上昇、潮位偏差・波浪の極値の増加による
浸水被害の増加

堤内地
海面水位の上昇、潮位偏差・波浪の極値の増加による
浸水被害の増加

荷役機械
海面水位の上昇、潮位偏差・波浪の極値の増加による
浸水被害の増加

航路埋没
海面水位の上昇、潮位偏差・波浪の極値の増加による
漂砂や地形変化の増加

干潟・浅場
海面水位の上昇による汀線の後退、波浪の極値の増加
に伴う底質移動・海岸侵食の増加

沿岸部（港湾）に与える影響

岸壁（桟橋）
海面水位の上昇、潮位偏差・波浪の極値の増加による
揚圧力の増大

海面水位の
上昇

設計への反映を
検討を継続

設計時に考慮



Ⅲ．港湾における防災・減災対策の施策方針

３．災害に強い海上交通ネットワーク機能の構築

津波来襲時における船舶の沖合退避や係留強化、背後
地の安全性確保を考慮した港湾BCPや港湾施設の機能
及び整備配置の検討

船舶の岸壁への乗り上げが発生
（仙台塩釜港）

船舶漂流に伴う荷役機械への衝突
（鹿島港）

フェリー・RORO船等の就航環境の整備による物流網の
リダンダンシー確保

フェリー・RORO船等による代替輸送のイメージ

フェリー等による物流網のリダンダンシー確保 ネットワークを意識した岸壁・臨港道路等の耐震化

津波来襲時の船舶等の安全性確保 耐震強化岸壁からの二次輸送体制の構築

大型船による物資搬入

小型船による二次輸送

耐震強化岸壁

臨港道路の液状化対策

橋梁の耐震化



Ⅲ．港湾における防災・減災対策の施策方針

４．臨海部の安全性と災害対応力の更なる向上

衛星画像やGPS等を
用いた変位推定・計測

GPS等

水門・陸閘の
自動閉鎖確認

被災状況をリアルタイムに把握し、施設の
利用可否情報を自動生成・
可視化（マッピング）

UAV UAV・監視カメラ・地震計等
による岸壁等港湾施設の
被災状況の把握

監視カメラ 地震計

被災情報マッピングシステム

荷役機械の自己診
断・損傷把握

災害対応型「みなとオアシス」

IoTを活用した情報収集

災害時

災害派遣部隊の拠点

災害復旧資材の積み出し

ベースキャンプ

ライブカメラ、ドローン等を活用した迅速な情
報収集。

災害対応型「みなとオアシス」をネットワーク化し、港湾の防
災機能を更に向上。

港湾BCPの実効性確保

救援物資荷さばき地

写真は平成19年中越沖地
震の際の柏崎港の状況

ハード・ソフト一体となった総合的な津波対策

防波堤の粘り強い構造化や避難対策など、ハード・ソフト一体となっ
た総合的な津波対策の更なる加速。

港
湾
B
C
P

基本方針

実施体制

分析・検討（影響度分析・リスク分析等）

対応計画
直前予防対応

初動対応

機能継続に関する対応

緊急輸送対応

事前対策の実施

教育・訓練の実施計画

見直し・改善の実施計画

マネジメント計画

※各マネジメント活動について作成。
平時に実施する活動内容を計画

※緊急時の様々な具体的
対応を時系列に沿って計画

※台風等災害が予見される場合
の被害軽減策等（改訂版で追加）

BCPの構成

代替輸送机上訓練

航路啓開訓練

被災状況点検訓練

粘り強い構造
の防波堤

陸閘の常時閉鎖等

津波避難計画の作成 臨港道路を嵩上げ

既存ビルの避難施設
としての活用


